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 第8図  。2辱Re{C栴⑦)Ti(q,ω)},実験値と模型の比較・
 黒丸が実験値。実線はGo1曲aめer-Teiler模型による計算値1
 破線はGmet達の模型による計算1直。
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 論文審査の結果の要旨
 本論文は準直流高エネルギー電子ビームを使って同時計数実験養。Ca(e,e知。)を行ない,4。C&
 原子核の巨大共鳴の反応機構を明らかにしたものである。
 同時計数実験は,励起された巨大共鳴の崩壊過程で放出される粒子を散乱電子と同時に測定す
 る事から,従来励起機構の面にのみ限られていた電子散乱実験を,崩壊過程を含む反応全体の進
 行過程を直接観測出来るよう拡張する画期的なものである。しかしこの種の実験はパルス状電子
 ビームでは困難で直流ビームを供給する新型加速器の出現を必要とした。著者は東北大学理学部
 300MeV電子ライナックに設置されたパルスビーム・ストレッチャーからの準直流ビームを使
 用し,散乱電子検出器,放鷹陽子検出器の開発整備を行ない同時計数実験を可能にした。
 散乱電子と原子核の電磁的相互作爾は運動量方向に対して縦成分と横成分を含むが(e,e'p。)
 実験では陽子放出の角度分布を測定することによって,これらの量の分離測定が可能である。今
 回,研究の対象となった4GCa核は二重閉核で理論的とり扱いが比較的容易である。特に残留核
 を基底状態にのこすような(ア,p。)反応については実験理論の両面からよく調べられているの
 で,全く新しい今回のような実験にとっては好都合な漂子核である。
 著者は先ず陽子の角度分布から縦方向励起断面積を求め,これに巨大共鳴を中間状態とする二
 段階反応理論を適照して,これまでの光核反応,電子散乱による結果と矛盾しない事を示した。
 同時計数実験の重要な点はこれまでの電子散乱では不可能であった縦一横成分干渉項が測定出
 来ることにある。著者はこの干渉項の測定に成功し,これから求められた縦一横遷移行列要素の
 位相差は電流一電荷の保存則から一般的に与えられる値と一致することを確かめた。又,同時に
 求められた縦一横成分比も流体模型,粒子一空孔模型による理論値と一致することを示した。
 しかし,放出陽子の縦成分と,横成分角分布から比較のために求めた光核反応の角分布は,お
 おむね光核反応実験によるものと一致するが,細部では若干の差異がみられた。これは光核反応
 と異なり,電子散乱の場合には冠1励起以外の高次成分の寄与が大きいことが原因であることを
 指摘した。このように本論文は電子散乱による標示核砺究の新分野を開拓したものである。
 したがって本論文の著者は自立して研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有する
 ことを示している。よって田中陽提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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